
  

 

          

 

    

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              第 １２ 号 

令和８年１月８日  

                         大東市立住道北小学校 

                          校長  伊東  敬太  

 

                       ３学期 始業式 

２０２６年（令和８年）の新しい年を迎えました。今年の干支である「午（うま）」年

は「勢い」「情熱」「前進」を象徴する年とも言われています。この１年が子どもたちに 

とって、また保護者・地域の皆様にとって良い年になりますよう、心よりお祈り申し上 

げます。併せまして、引き続き学校教育活動へのご支援ご協力を賜りますよう、よろしく

お願い申し上げます。 

３学期は、学年のまとめと次の学年への準備となる期間であり、６年生にとっては 

小学校生活を締めくくり、中学校生活へとつながる大切な時期となります。 

年始に今年の目標を立てた人も多いのではないかと思いますが、今でき 

ること、すべきことをしっかりと確かめながら、次へのステップ、目標を 

しっかりと意識して、一日一日を大切に過ごしていきましょう。 

 

 

 

 

 

  

冬休み期間、また年末年始には、夜に寝る時間や朝起きる時間が遅くなった 

り、テレビを見る時間やゲームをする時間が長くなったり、少し生活リズムが 

乱れてしまった人もいるのではないでしょうか。  

３学期がはじまり、寒さも厳しくなる中でインフルエンザの流行も懸念されます。 

学習をはじめ学校生活を楽しく実り多いものにしていくためには、何よりも体のコンデ

ィションをととのえることが大切です。 

『早寝・早起き・朝ごはん』の習慣を、今一度、しっかりと確かめましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 生活のリズムをととのえよう ～  

 

 

 

 

 

 

 

 

～卒業式について～ (『すみきた』第 5号(R7.6.24)の再掲です。) 

 卒業式は、「６年間の小学校生活で身につけた学びの集大成」の行事として、また、 

「小学校最後の授業」として位置づけています。 

その中で、過去には、晴れの門出を華やかに迎えたいという気持ちからとは思い 

ますが、児童が羽織袴の服装で卒業式に出席したために、式の途中で体調を崩したり、

トイレに行けなかったり、着崩れが直せず普段通りに歩けなくなってしまうことがあり

ました。卒業する児童が、服装を気にすることなく式に集中し、練習 

通りの所作ができるためにも、羽織袴などの動きづらい服装は避けて 

いただきますようご配慮をよろしくお願いいたします。    

 

 

 


